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山 武 農 業 事 務 所
山武農林業振興普及協議会
〒283-0006 千葉県東金市東新宿1-11
☎ 0475-54-0226　FAX 52-7914

普及だより

山武の
ホームページ https://www.pref.chiba.lg.jp/ap-sanbu/index.html

写真右上　栽培管理の講義写真中央　現地検討会での栽培管理指導

『さんぶトマト塾』を開催しました
～山武地域のトマト若手生産者の育成～

　

山
武
管
内
の
ト
マ
ト
・
ミ
ニ
ト

マ
ト
栽
培
は
、
抑
制
栽
培
を
中
心

に
地
域
全
体
で
行
わ
れ
、
重
要
品

目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

近
年
は
、
高
温
や
病
害
虫
に
よ
る

減
収
が
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
山
武
農
業
事

務
所
で
は
ト
マ
ト
産
地
の
維
持
・

拡
大
の
た
め
、
若
手
生
産
者
の
栽

培
管
理
能
力
向
上
を
目
指
し
、
さ

ん
ぶ
ト
マ
ト
塾
を
開
講
し
ま
し

た
。
昨
年
度
は
、
19
名
の
生
産
者

が
受
講
し
、
２
年
目
と
な
る
本
年

度
は
、
８
名
の
生
産
者
が
受
講
し

ま
し
た
。

　

さ
ん
ぶ
ト
マ
ト
塾
で
は
、
栽
培

に
関
す
る
講
義
だ
け
で
な
く
、
抑

制
栽
培
に
お
け
る
樹
勢
の
保
ち
方

や
施
肥
改
善
方
法
等
に
つ
い
て
指

導
す
る
現
地
検
討
会
も
開
催
し
ま

し
た
。受
講
し
た
参
加
者
か
ら
は
、

「
研
修
で
学
ん
だ
内
容
を
次
作
で

取
り
組
み
た
い
。」
と
い
う
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
農
業
事
務
所
で
は
、
若

手
生
産
者
の
課
題
解
決
に
向
け
た

支
援
を
行
い
、
産
地
の
維
持
・
拡

大
に
つ
な
げ
ま
す
。
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コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
や
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

は
、
微
小
害
虫
と
呼
ば
れ
、
食
害
だ

け
で
な
く
、
ウ
イ
ル
ス
病
も
媒
介
し
、

経
営
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
微
小
害
虫
は
、
薬
剤

抵
抗
性
を
獲
得
し
や
す
い
た
め
、
薬

剤
の
み
に
よ
る
防
除
に
限
界
が
あ
り

ま
す
。
入
れ
な
い
・
増
や
さ
な
い
・

出
さ
な
い
・
繋
が
な
い
対
策
で
徹
底

防
除
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

〇
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類

　

体
長
約
０
.
８
ミ
リ
の
白
い
昆
虫
。

茎
や
葉
に
針
の
よ
う
な
口
を
刺
し
て
、

吸
汁
し
ま
す
。
排
泄
物
は
、
す
す
病

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ト
マ

ト
の
「
黄
化
葉
巻
病
」
を
媒
介
す
る

種
も
い
ま
す
。

農
作
業
事
故
を

農
作
業
事
故
を

Ｖ
Ｒ
で
体
験

Ｖ
Ｒ
で
体
験

〇
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

　

体
長
約
１
～
２
ミ
リ
の
細
長
い
昆

虫
。
植
物
の
葉
や
花
を
吸
汁
し
、
葉

や
果
実
に
白
い
斑
点
や
奇
形
が
生
じ

ま
す
。
キ
ュ
ウ
リ
の「
黄
化
え
そ
病
」

を
媒
介
す
る
種
も
い
ま
す
。

徹
底
的
に
臨
む

徹
底
的
に
臨
む

対　
微
小
害
虫
！

対　
微
小
害
虫
！

VRによる農作業事故の疑似体験

▼
ハ
ウ
ス
内
に
入
れ
な
い

•
防
虫
ネ
ッ
ト

　

ハ
ウ
ス
の
開
口
部
に
張
り
、
外

か
ら
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

·
防
風
ネ
ッ
ト

　

ハ
ウ
ス
の
外
に
設
置
し
、
障
壁

を
作
り
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼
ハ
ウ
ス
内
で
増
や
さ
な
い

·
発
生
予
察

　

粘
着
板
を
設
置
し
、
早
期
発
見
、

適
期
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

·
薬
剤
散
布

　

葉
の
裏
や
花
の
中
な
ど
に
、
散

布
ム
ラ
が
無
い
よ
う
に
注
意
し
、

規
定
量
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

·
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布

　

作
用
機
構
の
異
な
る
薬
剤
を
選

択
し
、
散
布
す
る
こ
と
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

▼
ハ
ウ
ス
か
ら
外
に
出
さ
な
い

·
残
渣
処
理

　

作
の
終
わ
り
に
は
、
蒸
し
込
み

等
の
処
理
を
行
い
、
微
小
害
虫
を

ハ
ウ
ス
の
外
に
出
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

▼
繋
が
な
い

·
周
辺
雑
草

　

除
草
し
、
微
小
害
虫
が
増
殖
す

る
場
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

写
真
提
供
:
千
葉
県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

　

農
作
業
事
故
死
亡
者
数
は
令
和
３

年
度
で
２
４
２
名
と
他
産
業
に
比
べ

非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
農
作
業
事
故
の

未
然
防
止
に
つ
な
が
る
よ
う
、
Ｖ
Ｒ

動
画
に
よ
る
農
作
業
事
故
の
疑
似
体

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
山

武
農
業
事
務
所
で
は
、
農
業
経
営
体

育
成
セ
ミ
ナ
ー
生
を
対
象
に
体
験
会

を
行
い
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は「
農

作
業
中
に
危
険
な
経
験
を
し
た
こ
と

も
あ
り
、
改
め
て
注
意
を
す
る
機
会

が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
。」
と
い
っ
た

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
頃
の
作
業
を
見
直
し
、
作
業
中

に
潜
む
危
険
性
を
把
握
す
る
取
組
や

安
全
点
検
を
実
施
し
、
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

アザミウマ類アザミウマ類

コナジラミ類
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近
年
、
資
材
価
格
の
高
騰
が
農
業

経
営
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
、
経

営
安
定
の
た
め
に
は
資
材
コ
ス
ト
の

削
減
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
農
業
事
務
所
で
は
化
成
肥
料

の
一
部
を
、
肥
効
が
早
く
化
成
肥
料

に
近
い
特
徴
を
も
つ
鶏
フ
ン
堆
肥
に

置
き
換
え
た
栽
培
試
験
を
行
い
ま
し

●
﹁
地
域
計
画
﹂
と
は
？

　

高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
り
農
業

者
が
減
少
し
、
耕
作
放
棄
地
の
拡
大

が
懸
念
さ
れ
る
中
、
認
定
農
業
者
だ

け
で
は
な
く
、
小
規
模
農
家
、
兼
業

農
家
、
半
農
半
Ⅹ
（
農
業
を
副
業
的

に
行
う
者
）、
農
作
業
受
託
事
業
者

な
ど
、
幅
広
い
関
係
者
が
農
業
を
担

う
者
と
し
て
協
力
し
、
農
地
を
守
る

選
別
前
）
は
、
慣
行
区
で
は
７
５
１

㎏
、
試
験
区
で
は
７
１
６
㎏
と
な
り

ま
し
た
。
両
区
と
も
飼
料
用
米
の
数

量
払
に
よ
る
助
成
が
満
額
水
準
（
令

和
４
年
度
実
績
と
比
較
）
と
な
る
収

量
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
試
験
区
は
慣
行
区
よ
り
10

ａ
あ
た
り
３
,
３
６
５
円
の
コ
ス
ト

削
減
と
な
り
（
表
１
）、
か
つ
十
分

な
収
量
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

か
ら
、
鶏
フ
ン
堆
肥
を
経
営
に
取
り

入
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

け
て
意
向
調
査
な
ど
の
準
備
を
進
め

て
お
り
、
す
で
に
協
議
が
始
ま
っ
た

地
区
も
あ
り
ま
す
。
話
合
い
が
行
わ

れ
る
際
に
は
、
積
極
的
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
お
住
ま
い
の
市
町
以
外

で
も
耕
作
さ
れ
て
い
る
方
は
、
越
境

先
の
市
町
村
農
政
担
当
課
に
御
一
報

く
だ
さ
る
と
、
話
合
い
が
円
滑
に
進

め
ら
れ
ま
す
。

●
地
域
計
画
策
定
に
伴
う
変
更
点

　

地
域
計
画
が
策
定
さ
れ
る
と
、
農

地
は
農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
し
て

貸
し
借
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

（
農
地
法
も
可
）。

堆
肥
を
活
用
し
た
飼

堆
肥
を
活
用
し
た
飼

料
用
米
の
栽
培
試
験

料
用
米
の
栽
培
試
験

を
行
い
ま
し
た

を
行
い
ま
し
た

み
ん
な
で
作
ろ
う

み
ん
な
で
作
ろ
う

﹁
地
域
計
画
﹂

﹁
地
域
計
画
﹂

た
。

▼
栽
培
試
験
の
概
要

　
「
ア
キ
ヒ
カ
リ
」（
千
葉
県
飼

料
用
米
知
事
特
認
品
種
）
を
用

い
て
、
化
成
肥
料
の
み
で
栽
培

し
た
﹃
慣
行
区
﹄
と
、
肥
料
の

総
窒
素
成
分
量
が
慣
行
区
と
同

量
で
基
肥
窒
素
成
分
の
30
％
を

堆
肥
に
置
き
換
え
た﹃
試
験
区
﹄

を
設
置
し
ま
し
た
（
表
１
）。

▼
栽
培
試
験
の
結
果

　

水
稲
の
生
育
量
や
生
育
ス

テ
ー
ジ
は
試
験
区
、
慣
行
区
と

も
に
同
等
に
生
育
し
ま
し
た
。

　

収
穫
調
査
の
結
果
、
10
ａ
あ

た
り
の
収
量
（
ふ
る
い
に
よ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
意
見
を
反
映
し
、
10
年
後

の
地
域
の
農
業
が
目
指
す
方

向
性
と
、
農
地
の
耕
作
予
定

者
を
示
し
た
地
図
（
目
標
地

図
）
を
セ
ッ
ト
に
し
た
、
今

後
10
年
の
農
地
活
用
の
計
画

で
あ
る
「
地
域
計
画
」
を
策

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
状
況
が
変
わ
っ
た
場
合
は

見
直
し
で
き
ま
す
）

●
地
域
で
の
話
合
い

　

市
町
に
よ
り
進
め
方
は

様
々
で
す
が
、
話
合
い
に
向

慣行区（30ａ）
時期 肥料名 単価（円） 数量（袋） 計（円）
基肥 くみあい楽っ子ふさおとめ 5,700 9 51,300
穂肥 化成肥料17-0-17 3,400 2.4 8,160

肥料代計（円） 59,460
肥料代（円／10ａ） 19,820

試験区（30ａ）
時期 肥料名 単価（円） 数量（袋） 計（円）

基肥
鶏フン堆肥 100 34 3,400

くみあい楽っ子ふさおとめ 5,700 6 34,200
穂肥 化成肥料17-0-17 3,400 3.46 11,764

肥料代計（円） 49,364
肥料代（円／10ａ） 16,455

慣行区とのコスト差（円／10ａ） －3,365

（表１）各試験区で使用した肥料とそのコスト
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令
和
５
年
度
認
証

千
葉
県
指
導
農
業
士・

農
業
士
紹
介

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

農
業
女
子
ス
テ
ッ
プ

農
業
女
子
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
生

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
生

募
集
募
集

新
規
就
農
者
向
け

新
規
就
農
者
向
け

「
農
業
経
営
体
育
成

「
農
業
経
営
体
育
成

セ
ミ
ナ
ー
」
の

セ
ミ
ナ
ー
」
の

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

　

農
業
事
務
所
で
は
、「
就
農
５
年

目
ま
で
」
又
は
「
就
農
予
定
」
の
お

お
む
ね
45
歳
ま
で
の
方
を
対
象
と
し

た
「
農
業
女
子
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
に
関
す
る
知
識
や
技
術
の
学

習
の
他
、
女
性
農
業
者
同
士
の
情
報

交
換
の
場
と
し
て
、
参
加
者
に
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。
年
間
３
～
４
回
の
日

程
で
、
先
輩
農
業
者
の
活
動
報
告
や

６
次
化
の
取
組
事
例
の
視
察
な
ど
、

参
加
者
の
活
動
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

を
目
指
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

農
業
事
務
所
で
は
毎
年
、
お
お
む

ね
45
歳
ま
で
の
新
規
就
農
者
を
対
象

と
し
た
「
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

農
業
を
営
む
上
で
の
基
本
的
な
技

術
・
経
営
知
識
の
習
得
と
仲
間
づ
く

り
を
目
的
に
、
年
間
10
回
程
度
の
研

修
を
３
年
間
実
施
し
ま
す
。
講
義
や

実
習
の
ほ
か
、
先
進
的
な
農
家
へ
の

視
察
な
ど
、
多
彩
な
研
修
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
令
和
６
年
度
（
令
和
６
年

５
月
開
講
予
定
）
の
受
講
生
を
募
集

○
吉よ

し
だ田　
邦く

に
お雄 

氏
（
山
武
市
）

○
平ひ

ら
や
ま山　
美み

さ
と里 

氏
（
山
武
市
）

○
小こ

せ
き関　

芳よ
し
の
り徳 

氏
（
東
金
市
）

【
指
導
農
業
士
】

【
農
業
士
】

○
佐さ

く

ま
久
間　
力ち

か
ら 

氏（
大
網
白
里
市
）

　

露
地
野
菜
と

施
設
野
菜
を
中

心
に
農
薬
に
頼

ら
な
い
持
続
可

　

露
地
野
菜

（
ね
ぎ
）
と
水

稲
の
複
合
経
営

を
行
っ
て
い
ま

　

水
稲
専
作
の

経
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。
主
食

用
米
の
一
部
に

　

果
樹
（
梨
）

と
水
稲
の
複
合

経
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。
堆
肥

能
な
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
規
参
入
者
の
研
修
を
受
入
れ
、
担

い
手
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

す
。
堆
肥
や
緑
肥
を
活
用
し
た
土
づ

く
り
に
よ
り
高
品
質
な
ね
ぎ
生
産
を

行
っ
て
い
ま
す
。

お
い
て
減
農
薬
・
化
成
肥
料
削
減
を

行
い
、
環
境
に
配
慮
し
た
栽
培
を

行
っ
て
い
ま
す
。

等
を
用
い
た
土
づ
く
り
や
完
熟
果
で

の
収
穫
な
ど
、
梨
の
味
に
こ
だ
わ
っ

た
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

千
葉
県
で
は
、
優
秀
な
農
業
経
営

に
加
え
、
担
い
手
育
成
や
地
域
農
業

の
振
興
に
積
極
的
に
取
り
組
む
農
業

者
を
「
指
導
農
業
士
」、
ま
た
、
地

域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
経
営
改
善

や
地
域
農
業
の
振
興
に
積
極
的
・
意

欲
的
に
取
り
組
む
農
業
者
を
「
農
業

士
」
と
し
て
認
証
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
山
武
地
域
で
認
証
さ
れ

た
方
々
を
御
紹
介
し
ま
す
。
今
後
、

益
々
の
御
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

し
て
い
ま

す
。
興
味

の
あ
る
方

は
是
非
、

農
業
事
務

所
ま
で
お

問
い
合
わ

せ
く
だ
さ

い
。

先輩農家の視察

※
令
和
６
年
度
も
引
き
続
き
農
業
女
子
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
予
定
で
す
。
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
、
対
象
と
な
り
そ
う
な
方
を
御
存
知

の
方
は
、
是
非
、
農
業
事
務
所
ま
で
お
声
か
け
く

だ
さ
い
。

第２回セミナー
体験型起業の事例

～太巻寿司実習


